
  

 

 

 

 

 

 

早いもので、今年度も残り２か月となりました。高等部３年生は、卒業後の就労先等との引継

ぎ（移行支援会議）、中学部３年生は受検を控えています。在校学年は、個別懇談で次年度への引

継ぎ事項を確認したり、進路希望調査（一部の学年のみ）を実施したりするなど、これまで以上

に進路等に対して考え、そして行動する時期を迎えました。 

今回の『キャリア教育だより』では、各部の取り組み、高等部３年生の保護者から、進路先を決

定するにあたって大事にしたポイントや、在校生の保護者の方へのメッセージを頂きましたので

ご紹介します。これを参考に、お子さまの将来を考えるきっかけとしていただければ幸いです。 
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【高等部】12月 1７日（水） 利用内定通知書授与 

３年生は、卒業後の進路先が決定し、校長先生から各事業所の内定通知書を授与していただきました。その後、生

徒が一人ずつ意思表明をし、決意を新たにしました。２月には、移行支援会議を実施し、生徒が卒業後の生活へスム

ーズに移行できるよう支援していきます。卒業まで 2 ヶ月となりました。これまでの学習の締めくくりをしながら、学習

に励んでいきたいと思います。 

                                       

【自己理解 自己管理能力】 

【小学部 5,6年 4，5組】 

自立活動「なかま」では、エアートランポリンで、揺れ、感触、飛び跳ねる感覚等を身体全体で 

感じる活動を行っています。仲間の様子を見て、活動への期待感をもちながら順番を待つ姿や、 

心地良さ、楽しい気持ち、もっとやりたい気持ちを伝える姿をねらいとしています。 

集団で活動する中で、仲間の様子に気持ちを向けたり、教師に思いを伝えたりする姿が見られ 

るようになってきました。  

 

【人間関係形成・社会形成能力】  【自己理解 自己管理能力】 

 

 【中学部４，５組】 

毎日「からだ」の時間に、身体の活動を行っています。 

教師と一緒に様々な姿勢をとったり、体の部位を動かすことで、自分の身体をコントロールしたり、 

適度な力の入れ方や抜き方を学んでいます。教師とコミュニケーションをとりながら、主体的に取り 

組む姿を大切にしています。身体の活動を通して、人とかかわる力も培っています。「上手だね」と 

声をかけられ、バランスをとろうとする姿が見られました。                                    
 

 
【人間関係形成 社会形成能力】 【自己理解 自己管理能力】 

 



・出来る限り、様々な事業所に見学に行き、情報を得ることが大事だと思います。     2組 林さん 
 
・自宅からの距離・送迎の有無・支援内容などを箇条書きにして、いろいろな事業所を探す。 先輩保護者
や相談員さんに聞いて情報を得る。見学に行って、事業所の雰囲気などを直接感じて、優先順位を当ては
めながら考えました。分からないことも多いと思いますが、早めに考えたり行動したりすることをおすすめし
ます。                                                            3組 棚橋さん    

卒業生の主な進路先 
事業所名 利用人数 

オークヴィレッジ【生活介護事業所】 5人 

リハビリランド【生活介護事業所】 2人 

アートフィールド【生活介護事業所】 1人 

かがやき学園【生活介護事業所】 1人 

らいふくらうどゆう【生活介護事業所】 1人 

パッソ岐阜校【移行支援事業所】 1人 

世界ちゃんとモゲル丸先生の元気なショートステイ【短期入所】 1人 
 

今後の進路に関する講話について 
①就労選択支援について…5/15(金)時間は未定【高等部授業参観後の時間帯で設定】 

            将来、就労を考えている方へのご案内になります 

②卒業後までに必要な各種手続きについて…7/1(水)4時間目【キャリア実習報告会終了後】

※①②の詳細につきましては、来年度に入りましたらご案内させていただきます。 

 

 

 

 

２月に、「進路希望調査」を行います。お子さまや保護者の方の進路に関するニーズを把握することで、

部主事、担任、総合支援部等で情報共有し、今後の進路指導等に活かしていきたいと思っています。 

＜対象学年＞小学部５年生、中学部２年生、 

※高等部１，２年生については既に配布済のため、担任より随時確認をさせて頂きます。 

※なお、高等部の生徒には、「進路希望調査」の希望に応じて、「進学に関する希望調査」、「就業体験に関

する希望調査」を実施します。 

 

今年度は、１０名の生徒が高等部を卒業し、それぞれ、就労移行支援事業所や生活介護事業所

を利用します。保護者より、進路先を決めるにあたり、大事にされたこと、苦労されたこと等、

在校生の保護者の方へアドバイスを頂きました。その中から一部をご紹介します。その他詳細に

つきましては、廊下に掲示させていただきますので、ぜひご覧ください 

・先輩保護者の方から、早めに色々な事業所を探しておいた方が良いとは聞いていたが、どのよ
うに動いたらよいか分からず、初めての就業体験では焦りがありました。とにかく、たくさんの
事業所に見学に行くことが良いと思います。まずは親が事業所の様子や雰囲気を知ることが次に
進む一歩になるかと思います。                     ３組 丸井さん 

・送迎をしてもらえるか等、事業所の情報集めを事前にしておくと良いと思います。最終的には、
本人が楽しめる場所か、安心して通うことができるかを大切にしながら決めました。            

５組 松久さん 

・どのようなサービスを利用していきたいか、明確にしてから情報を集めると良いと思います。 

                                   ５組 伏見さん                     


